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議事(2) 水戸市バリアフリー基本構想に位置付けた事業の進捗状況について（報告） 

 

 

１　基本構想の目標指標の達成状況　（2025（令和７）年度末現在） 

基本構想において、バリアフリー化の進捗等を評価するため、基本方針ごとの目標指標を設定し

ており、2025（令和７）年度末時点の達成状況は、次のとおりである。 

 

(1) 基本方針１　連続的なバリアフリー化 

※１　事業実施済の項目数／基本構想に位置付ける事業の項目数 
※２　ノンステップバス車両数／乗合バス総車両数 
※３　基本構想策定時の目標値は 70.0％以上であったが、2023（令和５）年度末に 71.2％となったことか

ら、協議会において 80.0％以上を目指すこととなった。 
 

(2) 基本方針２　持続的なバリアフリー化 

※３　「水戸市障害者計画」改定のための調査（2023（令和５）年度に実施）における、「通勤・通学や外出

のとき、交通機関や道路、建物など不便に感じたり困ったりすることは何ですか（複数回答可）」という

設問について、「特に不便に感じることや困ることはない」と回答した割合 
 

(3) 基本方針３　心のバリアフリーの推進 

※４　「水戸市障害者計画」改定のための調査（2023（令和５）年度に実施）における、「あなたは、障害の

ある方の問題について、関心を持っていますか（単回答）」という設問について、「非常に関心がある」、

「ある程度関心がある」と回答した割合の合計値 

 

 目標指標 基本構想策定時 現　況 目標値

 道路特定事業に位置付ける事

業の進捗率※１

― 
（2017 年度）

85.3％ 
（2025 年度）

100％ 
（2028 年度）

 
ノンステップバスの導入率※２ 43.5％ 

（2016 年度）

80.1％ 
（2025 年度）

80.0％以上※3 
（2028 年度）

 目標指標 基本構想策定時 現　況 目標値

 通勤・通学や外出時に「特に

不便に感じることや困ること

はない」身体障害者の割合※３

28.0％ 
（2013 年度）

54.0％ 
（2023 年度）

50.0％以上 
（2023 年度）

 目標指標 基本構想策定時 現　況 目標値

 障害者の問題に「関心があ

る」市民の割合※４

70.1％ 
（2013 年度）

77.0％ 
（2023 年度）

90.0％以上 
（2023 年度）
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２　基本構想に位置付けた事業の進捗状況（2025（令和７）年度末現在） 

 

ア　特定事業（ハード） 

①　水戸駅 

 

②　水戸駅北口バスターミナル 

 

③　水戸駅南口バスターミナル 

 

 （１）　ハード施策

 (ア) 公共交通特定事業

 
事業内容

実施期間
事業主体

 2024 2025 2026 2027 2028

 
劣化した視覚障害者誘導用ブ

ロックの補修・改善

計画 随時実施 東 日 本 旅

客 鉄 道

（株）
 実績 

(予定)
工事 －

 

バリアフリー対応車両の導入

計画 ０両 １両 １両 １両 １両
鹿 島 臨 海

鉄道（株）  実績 
(予定)

０両 ０両 (1 両) (0 両) (1 両)

 
事業内容

実施期間
事業主体

 2024 2025 2026 2027 2028

 バス乗り場付近の照明設備の

ＬＥＤ化

計画 工事

市 
（都市計画
課）

 実績 工事

 劣化した視覚障害者誘導用ブ

ロックの補修・改善

計画 随時実施

 実績 ー ー

 

バス系統番号及びサイン（案

内表示や路面サイン等）の整

備

計画 2028 年度までに実施
県 バ ス 協
会、各バス
事業者、市
（交通政策
課）

 
実績 ー ー

 
事業内容

実施期間
事業主体

 2024 2025 2026 2027 2028

 
バス乗り場付近の照明設備の 
ＬＥＤ化

計画 工事

市 
（道路管理
課）

 実績 
(予定)

工事 維持管理 (維持管理)

 劣化した視覚障害者誘導用ブ

ロックの補修・改善

計画 随時実施

 実績 ー ー

 

バス系統番号及びサイン（案

内表示や路面サイン等）の整

備

計画 2028 年度までに実施
県 バ ス 協
会、各バス
事業者、市
（交通政策
課）

 
実績 ー ー
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④　路線バス 

※　関鉄グリーンバス（株）は関東鉄道（株）に吸収合併されたため、計画台数を関東鉄道（株）に含

めている。 

 

⑤　タクシー 

 

【事業の評価及び今後の方針】 

 

 
事業内容

実施期間
事業主体

 2024 2025 2026 2027 2028

 

ノンステップバスの導入

計画 ３台 ３台 ３台 ３台 ３台
茨 城 交 通

(株)  実績 
(予定)

７台 14 台 (18 台) (15 台) (６台)

 

ノンステップバスの導入

計画 ３台 ３台 ３台 ３台 ３台
関 東 鉄 道

(株)  実績 
(予定)

２台 ２台 (２台) (２台) (２台)

 バス待ち環境の向上 
（屋根・ベンチ等の設置）

計画 随時実施
県 バ ス 協
会、各道路
管理者（国、
県、市）

 実績 ー ー

 バス待ち環境の向上 
（時刻表板の太陽光発電照
明設置工事）

計画 随時実施

 実績 ー ー

 
事業内容

実施期間
事業主体

 2024 2025 2026 2027 2028

 

ユニバーサルデザインタク

シーの導入

計画 ０台 １台 県 ハ イ ヤ
ー・タクシ
ー協会、各
タクシー事
業者

 実績 
(予定)

１台 ０台 (１台)

 
ノンステップバスは、計画以上に導入することができた。 

引き続き、特定事業計画（後期）に位置付けた事業が各事業主体により計画期間内に着実に推

進されるよう進捗管理を行う。
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【特定事業（ハード）と連携する事業】 

 

①　水戸駅 

 

②　水戸駅北口・南口バスターミナル 

 

③　路線バス 

 

④　タクシー 

 

 事業内容 2025 年度実績
事業

主体

 【社員研修の充実・接遇向上】 
サービス品質推進委員を配置し、声かけサ

ポート運動強化キャンペーンを実施する。

・適正なサービス品質推進委員の配置を実施

した。 
・通年で声かけサポートを実施するとともに、

9～10 月に強化キャンペーンを実施した。

東
日
本
旅
客
鉄
道(

株)

 【社員研修の充実・接遇向上】 
社員がサービス介助士資格を取得できて

いる状態を目指す。

・実技教習・検定試験を計６日間実施した。 
・新たに 130 名が資格を取得し、水戸支社全体

として 1,233 名の社員が取得している。

 【社員研修の充実・接遇向上】 
接遇向上に係る社内研修等を年２回程度

実施する。

接遇向上に係る社内研修等を年２回実施し

た。
鹿
島
臨
海
鉄
道(

株)

 【社員研修の充実・接遇向上】 
2028 年度までに、准サービス介助士資格

を駅関係職員等全員が取得することを目指
す。

　全社員取得を目指し通年で資格取得を勧め

ている。

 
事業内容 2025 年度実績

事業

主体

 【情報提供の充実】 
観光客など、本市を初めて訪れる人にも分

かりやすいバス路線図や時刻表を作成する。

「みとバス MAP」及び「赤塚バス MAP」につ
いて、路線の改廃の状況に合わせ、適宜改定し、
市ホームページに掲載した。

(

交
通
政
策
課) 

　
市

 
事業内容 2025 年度実績

事業

主体

 【乗務員研修の充実・接遇向上】 
・行き先案内及び経由地のマイクアナウンス実

施について乗務員教育を継続して実施する。 
・各車両へ設置した筆談具を統一したものにそ

ろえ、より利用者が使いやすくなるよう取り組

む。 
・社外でのバリアフリー教室や研修へ参加する。 
・車椅子固定用装置やスロープ等の使用方法に

ついて、社内での訓練等を実施する。

・新人運転士研修にて高齢者・障害者疑似体験

を実施した。 
・社外でのバリアフリー教室及び研修会に参

加した。 
・各車両に筆談具を設置した。

茨
城
交
通(

株)

 【乗務員研修の充実・接遇向上】 
・方向幕の修正等に合わせ、バスの行き先等をよ

り分かりやすい内容に更新していく。 
・スロープ等の使用方法や点検を日常的に確認

する。 
・運輸支局や水戸市と連携し、各種乗り方教室を

開催し、利用者に向け理解を深める取組を行

う。

・方向幕、バスの行先のわかりやすい表示に更

新した。 
・市内の障害者施設にバスを貸し出し、利用方

法の説明を実施した。 
・筆談で対応できるよう事務員に教育した。 
・水戸市と連携し、市内小学校にて乗り方教室

を実施した。

関
東
鉄
道(

株)

 事業内容 2025 年度実績 事業主体

 【乗務員研修の充実・接遇向上】 
乗務員及び運行管理者等に対し、ユニ

バーサルドライバー研修を年２回（３月
及び９月）実施する。

乗務員及び運行管理者等に対し、ユニバ
ーサルドライバー研修を年２回（３月及び
９月）実施した。

県 ハ イ ヤ
ー・タクシ
ー協会



5 

①　道路のバリアフリー化 

 

【事業の評価及び今後の方針】 

 

【特定事業（ハード）と連携する事業】 

 
 

 
【参考】道路特定事業 実施箇所一覧 

 
※ 網掛け部分（番号５～７以外）は特定事業計画（前期）に実施済  

 (イ) 道路特定事業

 
対象施設

実施期間
事業主体

 2024 2025 2026 2027 2028

 

5～7 幹線市道２号線

計画 測量 設計
市（道路建設
課）  実績 

(予定)
(概略設計)

 
2027（令和９）年度の概略設計を踏まえて 2028（令和 10）年度以降の実施計画への位置づけ

を検討する。

 事業内容 2025 年度実績 事業主体

 【不法占用に対する指導の強化】 
道路パトロールによる巡視を強化し、道路

の不法占用への早期対応を図る。

パトロールを行ったが、不法占用

への指導実績は無かった。（市道路

管理課）
各道路管理者
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【参考】特定事業実施箇所図 
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①　弘道館公園 

 

②　駅南平和公園 

 

【事業の評価及び今後の方針】 

 

【特定事業（ハード）と連携する事業】 

①　弘道館公園 

 

②　駅南平和公園 

 (エ) 都市公園特定事業

 
事業内容

実施期間
事業主体

 2024 2025 2026 2027 2028

 既設園路の改修（不陸部や舗
装損傷部の改修、砂利舗装部
への砂利舗装材の導入など）

計画 工事

県（都市整備
課、水戸土木
事務所） 

 実績 整備

 公園へのアクセスルート上へ
の案内表示の充実化

計画 工事

 実績

 
既設展示の改修

計画 工事

 実績

 
事業内容

実施期間
事業主体

 2024 2025 2026 2027 2028

 

公園出入口の改修
計画 工事

市（公園緑地
課）

 実績 
(予定)

(工事)

 
公園出入口からトイレまでの
園路の整備

計画 工事

 実績 
(予定)

(工事)

 
弘道館公園は、園路の改修として車椅子等の容易なアクセスを確保するため、トイレへのアプ

ローチを整備するとともに、軽微な維持管理を継続的に実施した。今後も、歴史的資源の保存を

行いながら、文化財としての価値を損なわない範囲でバリアフリー化を進めていく。 

駅南平和公園については、厳しい財政状況のなか計画どおり実施することができなかった。今

後は、後期計画内に着手できるよう財源確保に努めていく。

 事業内容 2025 年度実績 事業主体

 【施設利用のマナー向上に関する啓発】 

多目的トイレの利用者に関するポスター

等をトイレに表示する。

　多目的トイレにマナーやモラル

向上を呼びかけるポスターを掲示

した。 県（都市整備

課、水戸土木

事務所）
 【情報提供の充実】 

「案内図」及び「おすすめ経路」等の看板

の内容を更新する。

　バリアフリーマップを作成しホ

ームページに掲載した。

 事業内容 2025 度実績 事業主体

 【施設利用のマナー向上に関する啓発】 

多目的トイレの利用者に関するポスター

等をトイレに表示する。

多目的トイレ内に利用者に関す

るポスターを掲示した。

市（公園緑地

課）  【情報提供の充実】 

施設のバリアフリー設備に関する情報等

を市ホームページに掲載する。

　ハード整備と併せて実施予定。
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【特定事業（ハード）と連携する事業】 

①　市役所庁舎 

 

②　市民会館 

 

③　五軒町立体駐車場 

 

 

 (オ) 建築物特定事業

 事業内容 2025 年度実績 事業主体

 【施設利用のマナー向上に関する啓発】 

車椅子使用者用駐車場等に警備員を配

置し、適正な利用を促す。

　車椅子使用者用駐車場に警備員を配置

し、適正な利用を促した。

市
（
財
産
活
用
課
、
人
事
課
）

 【情報提供の充実】 

施設に設置したバリアフリー設備に関

する情報や施設へのアクセス経路を案内

板等の効果を見極めつつ、必要に応じて

新たな案内板等の設置を検討する。

　案内板等を継続的に設置している。

 【職員研修の充実、接遇向上】 

職員を対象とした研修で車椅子体験や

高齢者疑似体験の実施、障害者差別解消

法の基本的な考え方や差別をなくすため

の具体的な取組の学習など、バリアフリ

ー教育の充実を図る。

・障害者差別解消法の推進について 

新規採用職員が、合理的配慮の具体

的事例を確認し、窓口に障害のある市

民が来庁した場合の具体的な応対方法

等を学習した。 

・バリアフリー研修 

新規採用職員が、庁舎周辺でアイマ

スク及び車椅子等の体験を行い、障害

のある方にとってのバリアを認識する

とともに、相手方に寄り添った支援方

法等について学習した。

 事業内容 2025 年度実績 事業主体

 【施設利用のマナー向上に関する啓発】 

国等が作成した啓発チラシ等を指定管

理者が受付に常備する。

国等が作成した、多機能トイレ等の利

用マナーについての啓発チラシを指定管

理者が受付に常備し、来館者に配布した。 市
（
文
化
交
流
課
）

 【情報提供の充実】 

市民会館内設備情報（バリアフリー設

備を含む）を水戸市民会館のホームペー

ジ上で公開する。

市民会館内設備情報（バリアフリー設

備を含む）を水戸市民会館のホームペー

ジ上で公開した。

 【スタッフ研修の充実、接遇向上】 

介助研修を年１回実施する。

　介助研修を年１回実施した。

 事業内容 2025 年度実績 事業主体

 【施設利用のマナー向上に関する啓発】 

ホームページや駐車場内の掲示板で

障害者等用駐車場の適切な利用を周知

する。

ホームページや駐車場内の掲示板で

障害者等用駐車場の適切な利用を周知

した。

市（都市計画

課）
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①　信号機、横断歩道、道路標識［ハード施策］ 

 

［ソフト施策］ 

 

【事業の評価及び今後の方針】 

※　Bluetooth を活用し、スマートフォン等に対して歩行者用信号情報を送信するほか、スマート

フォン等の操作により青信号の延長を可能とするシステム 

 

 (カ) 交通安全特定事業

 
事業内容

実施期間
事業主体  2024 2025 2026 2027 2028

 
(1) 市役所入口交差点 

・エスコートゾーンの設置 

・高度化ＰＩＣＳ※設置

計画 工事

県
公
安
委
員
会

 
実績 工事

 
(2) 中央一丁目交差点 

・エスコートゾーンの設置 

・高度化ＰＩＣＳ※設置

計画 工事

 
実績 工事

 その他の区間 
必要な整備（信号機、横断歩
道・エスコートゾーン、道路標
識など）

2024 年度：大成女高前交差点において、歩行者用灯器の

LED 化（６灯）を実施した。 
2025 年度：城南２丁目交差点において、歩行者用灯器の

LED 化（１灯）を実施した。

 事業内容 2025 年度実績 事業主体

 
【交通違反の取締りの強化】 
水戸市や周辺の学校等と連携し、自転車

の通行指導を実施する。

　水戸市や周辺の学校等と連携し、通学

時間帯に合わせた自転車通行指導を 

30 回実施した。

県
公
安
委
員
会

 
【交通違反の取締りの強化】 
強化月間として、月１回取締りを強化し、

歩行環境の向上を図る。

水戸市内の駅周辺や商業施設等の周

辺において、横断歩行者妨害違反取締り

を実施し、違反者を多数検挙した。

 【交通違反防止の啓発】 

飲酒運転やヘルメット着用啓発等の交通

違反防止に関するポスターの掲示やチラシ

の配布活動を実施する。

　水戸市等と連携し、飲酒運転根絶キャ

ンペーン及びヘルメット着用啓発キャ

ンペーンを実施し啓発に努めた。

 
【交通違反防止の啓発】 

企業、学校等に対する安全講話を実施す

る。

　学校・企業で行われる安全講話におい

て、高齢者、障害者の保護、バリアフリ

ーについて講話を実施した。

 
計画どおりに事業が実施された。 

引き続き、着実に計画が進むよう進捗管理を行う。
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【参考】交通安全特定事業実施箇所図 

 
 

 

(2)

(1)

水戸市役所



11 

イ　その他の事業 

 

①　水戸駅北口ペデストリアンデッキ 

 

②　水戸駅北口駅前広場 

 

　　（参考）水戸駅北口ペデストリアンデッキ 

 

 

 

 (ア) 水戸駅関連施設の整備

 
事業内容

実施期間
事業主体

 2024 2025 2026 2027 2028

 エレベーター、スロープ位置

の表示

計画

市（都市計

画課）

 実績 ー ー

 

スロープ改修

計画 工事

 
実績 

(予定)
工事 工事 (工事) (工事)

 エレベーター改修 
国道 51 号側エレベータ 
（1基）

計画 工事

 実績 
(予定)

基本設計 (詳細設計)

 
事業内容

実施期間
事業主体

 2024 2025 2026 2027 2028

 
勾配の改善

計画

市（都市計

画課）

 実績 ー ー

 劣化した視覚障害者誘導用

ブロックの補修・改善

計画 随時実施

 実績 ー ー

 タクシー乗り場付近への照

明施設設置

計画 工事

 実績 工事

西側スロープ改修東側スロープ改修

西側スロープ 東側スロープ
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①　自転車通行空間の整備、ネットワーク化の推進 

 

【特定事業（ハード）と連携する事業】 

(イ)　自転車利用環境の整備 

 

 

 (イ) 自転車利用環境の整備

 
事業内容

実施期間
事業主体

 2024 2025 2026 2027 2028

 

自転車通行空間の整備

計画 水戸市自転車活用推進計画に基づき実施 各道路管

理者（国、

県、市）

 
実績

整備済延

長 
36.6km

整備済延

長 
36.6km

 整備済延長の内訳：国道 0.7 ㎞、県道 15.3 ㎞、市道 20.6 ㎞

 事業内容 2025 年度実績 事業主体

 交通安全教室の充実を図り、自転車の交通

ルールやマナーの啓発に努めるなど、歩行

者の安全を確保する。

市内小・中学校の児童及び生徒を

対象に、交通安全教室を 153 回実施

した。

各道路管理

者（国、県、

市）

 自転車通行空間を整備した箇所で通行指導

を行い、自転車の車道通行を促し、歩行者の

安全を確保する。

自転車通行空間を整備した箇所

において、学校や警察と連携し、通

行指導を 30 回実施した。特に４月

は、新入生向けに集中的な指導を実

施した。

 放置自転車対策に取り組むことで、歩行環

境の向上を図る。

・水戸駅周辺の自転車放置禁止区域

内を週３回パトロールし、放置自転

車の撤去を実施した。 

・通報等により放置自転車の撤去を

市内全域で実施した。
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①　事業者等に対するバリアフリー化推進の働きかけ 

 

②　バリアフリー化を推進する人材の育成 

 

 

③　バリアフリーに関する教育の充実 

  

 （２）　ソフト施策（市民の理解を深めるための事業）

 (ア) バリアフリー化の必要性の理解促進

 
事業内容 事業者等にバリアフリー化の推進を働きかけます。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

障害福祉課

事業者等に対し障害のある方が気軽に

店舗などを利用しやすくする配慮（合理的

配慮）を行うために必要な費用を補助して

いる。（水戸市障害者に対する合理的配慮

支援補助金） 

2025（令和７）年度の補助実績は無かっ

た。

補助の実績がなかったため、本制度を周

知し、利用を促進することが課題である。 

合理的配慮を実施する際に必要となる

物品等の取扱い業者等のリストを備え付

け、合理的配慮の具体例を提示できるよう

にするなど、制度の周知に努める。

 
事業内容

手話奉仕員、要約筆記奉仕員、点訳奉仕員など、障害者等の社会参加支援を行う奉仕員

の養成講座を開催します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

障害福祉課

以下の講座を開催した。 

・手話奉仕員養成講座：30 回 

・要約筆記入門講座：６回 

・点訳奉仕員養成講座：25 回

障害者の自立した生活や社会参加を促

進するため、各奉仕員及び受講者の増加を

図る必要がある。

 
事業内容 小・中学校及び幼稚園の教職員や保育士等を対象とした研修や講習会を開催します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

教育研究課

水戸市立幼稚園、小・中学校の特別支援

教育コーディネーター等を対象に、障害に

対する理解を深め、特別な配慮を必要とす

る幼児・児童・生徒への指導力の向上を図

るための研修会を実施した。

研修会を通して、特別支援教育コーディ

ネーに対し、障害や特別な配慮を必要とす

る幼児、児童生徒への対応の仕方や指導法

について理解を深めさせることができた。

 

幼児保育課

障害児保育について専門的な知識や技

能を身に付けるため、茨城大学へ科目等履

修生として１名を派遣した。

障害児保育についての専門的知識が深

まり、対応の仕方に役立てることができ

た。

 
事業内容

路線バスやタクシーでの車椅子乗降体験、介助体験など、バリアフリーに関する体験型

教育を実施します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

交通政策課

市内小学校の児童を対象に路線バスを

活用したバリアフリー教室（車椅子乗降体

験、高齢者疑似体験）を５校で実施した。

実際に児童が当事者や介護者の体験を

することで、高齢者や障害者が感じる大変

さや不便さに気づくことができ、心のバリ

アフリーの理解を深める機会を創出する

ことができた。
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④　施設利用のマナー向上に関する取組の推進 

 

 

 
事業内容

福祉ボランティア会館や市民センター等を活用し、市民や事業者等に向けて講座や研修

会等を開催します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

生涯学習課

双葉台市民センターで聴覚障害者を講

師で招き「手話クラブ」を毎月第２、４土

曜日午後（４、８月を除く）に開催した。

引き続き、教室や講座等を開催し、バリ

アフリーに関する教育の充実を図る。

 

障害福祉課

・家族教室 
「インターネット依存症の理解と家族

の対応について」をテーマに、医師を講

師に招き、講演会を開催した。 

・心のバリアフリー啓発講座 
「私たちにできることはなんだろう」を

テーマに、障害者差別解消法に関する講

演会を開催した。

広報紙に参加を呼びかける記事を掲載

し周知を図った。引き続き、新規参加者を

増やせるように周知方法を検討する。

 
事業内容

市立小・中学校の「水戸まごころタイム」等において、高齢者、障害者等の疑似体験等

を実施します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

教育研究課

市立小中学校のうち約半数の学校にお

いて、「水戸まごころタイム」等において、

障害者及び高齢者の疑似体験等の実施し、

バリアフリーに関する教育の充実を図っ

た。

児童・生徒に対し、バリアフリー化の必

要性や、高齢者、障害者への理解を深める

ことができた。 

今後は、「水戸まごころタイム」だけでな

く、各教科で取り扱うほか、小・中学校が

連携し、発達段階に応じた教育を実践す

る。

 
事業内容

障害者等用駐車場、多機能トイレ、授乳室など、施設の利用に係るマナーやモラルの向

上に資する啓発活動を実施します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

財産活用課 

(関係各課)

・警備員の配置及び看板等の掲出によ

り、障害者等用駐車場の不適正利用の

防止に努めた。 

・多機能トイレの不適切利用の自粛を促

す啓発ポスターを掲示した。

啓発活動により、各施設利用の不適切利

用を防ぐことができた。今後も継続して活

動を実施する。

 
事業内容

「いばらき身障者等用駐車場利用証制度」を周知するなど、障害者等用駐車場の適正利

用を図ります。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

福祉総務課

障害者等用駐車場の適正利用を、ホーム

ページ等へ掲載し周知を図った。

制度の周知によって適正な申請につな

がっている。より多くの病院や商業施設等

に利用証の制度について理解・協力しても

らうことで、制度の利用可能な施設を増加

させていく必要がある。
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①　高齢者、障害者等への理解促進に向けた取組の強化 

 

 

 

②　高齢者、障害者等との交流促進 

 

 (イ) 高齢者、障害者等への理解促進

 
事業内容

シンポジウムや講演会を開催するなど、啓発活動を実施し、バリアフリーに対する気付

きの機会を増やして行動へとつなげることができるように努めます。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

障害福祉課

医師の講演、当事者や家族の体験発表、

啓発ビデオの上映、市内の精神障害者に関

係する事業所や関係機関の紹介した。

広報紙に参加を呼びかける記事を掲載

し周知を図った。引き続き、新規参加者を

増やせるように周知方法を検討する。

 

事業内容

ヘルプマーク及びヘルプカードを作成・配布するとともに、市民や事業者等ヘの啓発活

動を実施し、内部障害者、難病患者など、外見から障害等が分かりにくい方に対する支

援や配慮を促します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

障害福祉課

内部障害者や難病患者など、外見からは

配慮や支援が必要と分かりにくい方で、支

援を求めていることを知らせることを希

望する方にヘルプマークやヘルプカード

を配布した。 

申請件数：759 件

一般の方のヘルプマーク等への認識を

広める必要がある。

 
事業内容

市の広報紙（広報みと）やホームページ、ソーシャルメディア等を活用して、それぞれ

の世代に応じた、高齢者、障害者等への理解を深めるための取組を実施します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

障害福祉課

広報みとに、地域生活支援センターかさ

はらの「こころの健康相談」、水戸地区精

神保健福祉会の「こころの健康講座」「家

族教室」、水戸市保健所の「精神健康相談」

等について記事を掲載し、講座や相談窓口

等の周知を図った。

精神障害についての理解を促進するた

め、今後も継続的に実施し、地域への啓発

活動を広めていく必要がある。 

こころの健康や精神保健についての身

近な相談窓口として機能させていく必要

がある。

 
事業内容

障害児と児童・生徒の交流及び共同学習、障害者と非障害者の交流（ふれあいひろば）、

バリアフリー体験ワークショップ等を開催します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

障害福祉課

障害のある方もない方も、一緒に楽しみ

ながらお互いの理解を深めるため「ふれあ

いのひろば」を水戸市障害者（児）福祉団

体連合会加入団体が主体となって開催し

た。

ふれあいのひろばへの補助を実施し、障

害のある方とない方の交流の場を支援し

たが、障害団体が主催でないイベント等へ

の啓発が実施できておらず、障害者がより

多くのイベントへ参加できるような働き

かけの方法が課題である。

 

教育研究課

特別支援学校の児童・生徒が通学区の

小・中学校の児童・生徒と交流できるよう

取り組むとともに、共同学習を行った。（特

別支援学級が設置されている学校につい

ては、通常学級の児童・生徒と特別支援学

級の児童生徒が積極的に交流・共同学習を

行っている。）

交流及び共同学習を実施したことで、障

害に対する理解につながった。 

一方、児童生徒の交流は、特別支援学校

が学区内に設置されている学校にとどま

ることから、学校及び学年が限られてしま

っている。
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③　法制度等の周知 

 

 

 
事業内容 高齢者、障害者団体等が主催する交流活動を支援します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

高齢福祉課

高齢者クラブ連合会等に補助金を交付

するなど支援を行った。

高齢者クラブへの活動支援を行うこと

で、高齢者の社会参加の促進を図ることが

できた。 

高齢者クラブへの新規加入者が減少傾

向であるため、加入の促進を図る必要があ

る。

 

障害福祉課

水戸市障害者（児）福祉団体連合会の運

営や同連合会主催の機能回復訓練、ふれあ

いのひろば等の活動に対し補助金を交付

するなど支援を行った。

水戸市障害者（児）福祉団体連合会の運

営や同連合会主催の機能回復訓練等の活

動に対し補助金を交付することにより、個

人等では外出しにくい場所に出かけるこ

とができ、よい経験となり自信等につなが

っている。

 
事業内容

子育て支援・多世代交流センター等において、子どもから高齢者まで、様々な年代の方

が交流できる講座等を開催します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

こども政策課

子育て支援・多世代交流センターにおい

て、地域の高齢者と一緒に手遊び等を行う

イベントを開催する多世代交流事業を実

施した。 

参加人数：58 人

事業を通し、子どもから高齢者までの交

流を促すことができた。

 

高齢福祉課

・いきいき交流センターにて多世代交流事

業を実施した。 

・認知症について正しい理解を持ち、認知

症の人やその家族をあたたかく見守る

応援者を養成するため、認知症サポータ

ー養成講座を開催した。 
開催回数：33 回（中学校 6 校含む） 
総参加人数：1,232 人

いきいき交流センターにおいて多世代

交流事業を実施し、様々な年代の方の交流

を促すことができた。

 

生涯学習課

各市民センターにおいて、子どもから高

齢者まで、様々な年代の方が交流できる講

座等を開催した。 

16 か所　全 25 講座

各市民センターにおいて講座等を開催

し、様々な年代の方の交流を促すことがで

きた。

 
事業内容

障害者権利条約や障害者差別解消法等の法制度及びそれらに基づく取組について、啓発

活動を実施します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

障害福祉課

窓口や市民センター、市内事業者等にお

いて講演会のチラシ配布した。 

また、市民向けの障害者差別解消法に係

る講演会を実施した。

障害者差別解消法が 2024（令和６）年度

から一部改正され、事業者の合理的配慮の

提供が義務化されることに伴い、市民向け

に具体例を交えた分かりやすい形式での

講演会を開催することができた。



17 

 

①　情報提供の充実 

 

 

 

②　コミュニケーション支援の強化 

 

 

 (ウ) 高齢者、障害者等への移動及び施設利用のサポート

 
事業内容

施設への掲示やホームページ、ソーシャルメディア等の様々な媒体を通じて、施設を利

用するために必要かつ有用な情報を提供します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

(関係各課)

障害者等用駐車場や多目的トイレにお

いて、適正利用をしていただくための注意

喚起を促すポスター等を貼っており、状況

に応じて、口頭での注意をしている。

引き続き、注意喚起のポスター等を掲示

するとともに、ホームページでの情報提供

の充実を図る。

 

事業内容

・施設利用者のニーズの把握に努めながら、バリアフリー施設マップを作成します。 

・バリアフリー施設マップは、ホームページ上に掲載するほか、必要とする方が入手し

やすい場所で配布します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

交通政策課

支援学校等と行った「WheeLog 記録会」

を通じてマップ作成のノウハウを学んだ。 

また、WheeLog アプリに市所有施設のバ

リアフリー状況を一部登録した。

バリアフリー施設マップの作成に向け

検討を進める。

 
事業内容

案内表示やホームページ上に掲載する情報等については、施設の整備状況を反映させる

ため、定期的に更新します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 
(関係各課)

ホームページ上に掲載する情報等の定

期的な更新に努めた。

案内表示やホームページに掲載する情

報等の定期的な更新に努める。

 
事業内容 講演会や講座等に介助者や手話通訳者等を配置し、高齢者、障害者等の参加を促します。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

障害福祉課

・障害者グループがスポーツやレクリエー

ション等に参加する際、外出支援を行う

奉仕員を派遣した。（事前登録あり無料） 

　派遣件数：84 件 

　延べ派遣人員：197 人 

・手話通訳者を派遣した。（無料） 

　派遣件数：444 件 

　延べ派遣人員：456 人 

・要約筆記者を派遣した。（無料） 

　派遣件数：５件 

　延べ派遣人員：７人

講演会や講座等に手話通訳者を配置す

ることにより、障害者等の社会参加を促す

ことができた。引き続き、手話通訳者等の

配置を実施する。

 

事業内容

施設の窓口への筆談具やコミュニケーションボードの設置、案内人の配置など、高齢者、

障害者等とのコミュニケーション支援に配慮するとともに、事業者等にも実施を働きか

けます。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

(関係各課)

出張所や市民センター等に筆談具を設

置したり、案内人を配置するなど、高齢者、

障害者等のコミュニケーション支援に努

めた。

引き続き、コミニュケーション支援に配

慮する。
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③　外出支援の強化 

 

 

 

④　相談、サポート体制の強化 

 

 
事業内容

障害等により一人で移動することが困難な方に対し、外出時に同行し、移動に必要な情

報の提供や援護を行います。（同行援護、行動援護）

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

障害福祉課

屋外での移動が困難な視覚障害者や知

的障害者、精神障害者に対して個人やグル

ープでの外出時の円滑な移動を支援し、自

立生活や社会参加を促した。 

［同行援護］ 

請求件数（延べ利用者数）：1,458 人 

［行動援護］ 

請求件数（延べ利用者数）：614 人

今後も利用を希望する障害者等の増加

が見込まれる。サービス需要量に対する適

切な支援が必要である。

 
事業内容

ねたきり等で移動が困難な高齢者等に対し、リフト付きタクシーにより病院等への送迎

を行います。（通院等支援サービス事業）

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

高齢福祉課

非課税世帯かつ要介護３以上の高齢者

の通院等に対し、月４枚のタクシー利用券

を発行した。

医療機関や介護保険施設等への送迎サ

ービスを実施することで、移動が困難な高

齢者に対し必要な支援を行うことができ

た。

 
事業内容 重度障害者に対し、タクシー利用料金の一部を助成します。（福祉タクシー券の交付）

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

障害福祉課

重度の障害のある方で自動車税の減免

を受けてない方に対し、申請により、タク

シー助成券（１回 300 円：最大 100 枚）を

交付した。 

交付人数：1,102 人 

発行枚数：99,075 枚 

利用枚数：33,063 枚

タクシー助成券は金券であるため、郵送

申請は原則しておらず、来庁が困難な方へ

の対応が課題である。

 
事業内容

水戸市安心・安全見守り隊や民生委員等と連携し、見守り活動を実施するなど、高齢者、

障害者等が住み慣れた場所で安心して暮らせるように努めます。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

高齢福祉課

水戸市安心・安全見守り隊の参加団体か

ら、高齢者等に関する安否確認、要援護者の

発見に加え、障害者や子どもに関すること、

消費者トラブルに関する通報があった。 

参加団体数：216 団体 

通報件数：31 件

通報の結果、救急搬送や医療機関の受診

が必要なケースの発見につながっており、

市民の安心・安全に資する取組となってい

る。
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事業内容

高齢者支援センター、障害者生活支援センター、子育て支援センターなど、多様な相談

窓口における相談体制の強化を図ります。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

高齢福祉課

高齢者支援センターにおいて、高齢者、

家族、近隣住民、民生委員等の地域のネッ

トワーク等を通じた様々な相談に対応し、

相談内容に即したサービスや制度等に関

する情報提供、関係機関の紹介などを行っ

た。 
相談対応件数：延べ 26,167 件

各センターにおいて様々な相談に対応

し、必要な支援を行った。

 

障害福祉課

市の東部に水戸市東部基幹相談支援セ

ンターを、西部に水戸市西部基幹支援セン

ターを設置し、地区担当制を導入し、障害

者等に係る総合相談と専門相談を一体的

に実施した。また相談内容に応じて、必要

な情報提供や関係機関との連携を図った。

東部は市役所障害福祉課の隣に設置し、

西部はミオスビル（水戸市社会福祉協議会

内）に設置して運営しているが、障害福祉

課経由での相談が多い状況もあるが、西部

についても、身近な相談窓口として周知を

図っていく必要がある。

 

こども政策課

子育て支援相談員を配置しているこど

も政策課や、子育て支援・多世代交流セン

ターをはじめとする地域子育て支援拠点

において、育児相談や情報提供を行った。

子育ての不安感の解消に寄与している

と評価している。地域子育て支援拠点事業

から他相談機関への情報提供方法や連携

を強化していく必要がある。

 

健康づくり課

・本人や家族の体の健康で悩んでいる方を

対象に、保健所において、電話や面接で

相談を受け付けた。 
・精神的な課題を抱える方を対象に、電

話・面接・訪問で相談対応をした。また、

相談窓口について、広報やホームペー

ジ、当課で作成したクリアファイル等で

広く周知を図った。 
相談対応件数：8,128 件 
クリアファイル配布数：6,463 枚

・事業について、周知の強化を図ることが

必要である。 
・精神保健相談件数は年々増加（前年度比

約 122％）しており、普及啓発活動によ

る相談窓口の認知が進み、潜在的なニー

ズの顕在化に繋がった可能性が考えら

れる。今後も相談窓口の周知を工夫しな

がら継続的に実施していく。

 

子育て支援課

・妊産婦への周囲のサポートを促すため

に、母子健康手帳交付時にマタニティキ

ーホルダーを配布し、広報みと等におい

てマタニティーマークの周知を実施し

た。 
・歩行が困難な妊産婦（妊娠７か月から産

後６か月）の外出をサポートするため、

いばらき身障者等用駐車場利用証制度

の利用証を交付した。 
利用証交付数：847 枚

・妊娠届出時にマタニティーキーホルダー

を配布し、周囲のサポート促進と周知を

行うことができた。 
・歩行困難等の妊産婦への「いばらき身障

者等用駐車場利用証制度の利用証」交付

数が 2021（令和 3）年度 686 枚、2022（令

和 4）年度 869 枚と増加傾向にあり、周

知が図られている。

 
事業内容

障害者差別に関する相談窓口を一元化し、高齢者、障害者等が意見や要望等を伝えやす

い環境の充実を図ります。

 担当課 具体的な実施内容 実施状況に対する評価及び課題等

 

障害福祉課

障害福祉課では、水戸市職員による障害

者への差別に関する相談窓口を設置して

いる。「水戸市職員による障害を理由とす

る差別の解消の推進に関する対応要領」を

一部改正し、庁内に周知した。

障害者差別に係る相談については、対応

実績も少ないため、相談対応における実践

と経験が不十分であると感じる。障害者等

から相談を受けた際には、障害特性に応じ

た配慮が行えるよう対応力の向上を図り、

プライバシーに配慮した上で情報共有し、

以後の相談等に活用できるよう取り組む

必要がある。


